
   

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
 

寄寄寄稿稿稿                児童養護とＣＡＰの出会い 

                                                陽清学園 園長 柴田 昌子 

 子どもの権利に関する条約が、国連で採択され日本では平成６年にこの条約を批准し、平成１２

年には、児童虐待の防止等に関する法律が制定され、平成２９年に児童福祉法の改正で、子どもの

権利擁護に関する記述が盛り込まれたことになるわけです。そのことにより、児童福祉に携わる私

達自身が今一度「子どもの権利」をどう認識してきたのか、これからどう向き合っていかなければ

ならないかなど、今後さらに寄り添う大人の力量が問われることになると思われます。  

 さて、私事でありますが、２８年間障害児施設に勤務し、法人内の異動で児童養護と関わること

になり、早１０年経ちました。児童福祉の仕事は同じでも入所している子供たちの育ってきた養育

環境の違いが一番であるのはいうまでもない事です。児童養護に関わり最初に驚いたことは、子供

たちが口々に「どうせ、言ってもだめでしょ」「どうせ、自分なんかは・・・」というマイナス発

言が多いということでした。これらの発言が子供たちの自己肯定感の低さから発せられたとは、当

時理解が出来なかったことが、今から振り返ると恥ずかしく感じています。自己肯定感を持てるか

どうかは幼児期の親との接し方が重要であると言われている中で、大半以上の児童が虐待を受けて

きて、愛着を形成されてないところに自己肯定感の低さが物語っていると言えます。そんな子ども

達に、「あなたはこの世にたった一人しかいない大切な存在だよ」「自分の意見を述べていいんだ

よ」と伝えたく、平成２８年からＣＡＰプログラムを導入しました。まだ５年しか経っておりませ

んが、今後も繰り返し行っていくことに意味があると感じています。職員もまた研修を受けて、新

たな気づきと原点に戻れるのではと思っていますので、最後に、ＣＡＰのスタッフに方々には、こ

れからもよろしくお願いいたします。 （2021.3）    

虐待の統計 全国の児童相談所での児童虐待相談対応件数（令和１年）１９３，７８０件！  

子ども虐待による死亡事故例は心中を含めると７３人（６４例）で、「遺棄」「家に残し 

たまま外出、車中に置き去りにする」等ネグレクトが最多で２５人４６．３％でした。心 

中による虐待死は「実母」の「精神不安」「育児不安や育児負担感」が最も多く、心中を含めると５日に１人の

割合で子どもが亡くなっています。（平成 30年度）（データー：2020厚労省 HP） 

パートナーシップ（子育てをしている親の孤立を防ぐために）子育てを一人で頑張りすぎていませんか？ 

赤ちゃんはたくさんの人の力を借りて大きくなります。あなたもたくさんの人の力を借りてください。一人っきりで 

頑張りすぎると周りが見えなくなることがあります。子育て中の人に、周りにいる方のパートナーシップが何よりも

大切です。例えば「よくやっているね」「ありがとう」そんな言葉がけがとても嬉しいし安心できるのです。 
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CAPあきた 公開勉強会 スキルアップ・解決志向ブリーフセラピー 

 2020.10.31（土）にぎわい交流館 auに於いて、秋田大学教授柴田健氏を 

講師に、『子供の力を引き出すアプローチⅡ』の公開勉強会を開催しました。 

コロナ感染拡大予防のため、参加者を子どもに関わる立場の方と限定しました。 

参加者からは、「今まで知らなかった知識を得ることができた」「今後の仕事 

に活かせると思った」等の意見が多く寄せられ、好評でした。           

 

💛ワークショップ紹介💛  

【子どもワークショップ】聖徳会「若草ハイム」 

 令和 2年 3月に予定していた子どもワークショ 

ップでしたが、コロナ 

感染拡大予防の為、7月 

に実施しました。 

入所している 1年生 

から 6年生まで１５名 

の元気な子ども達と楽 

しい 2日間を共有しました。 

＜子どもの声＞：小学校では習わなかったことが初 

めて分かったのでぜひ友達にも教えてあげたいです。 

 ※職員、お母さんたちは令和 1年 11月までに実 

施しました。  

                                    

 

 

 

 

       

 

                             

                             

                                

 

 

   

  

                                  

  

  

     

 

 

【大人ワークショップ】中堅民生委員、児童委員 

 秋田県社会福祉協議会主催の「令和２年度中堅民生委

員・児童委員研修会」において県北、県南、中央、の３会

場で CAPワークショップを実施しました。（参加者４１３名） 

 地域の中心的な立場の委員の方々の熱心な声も聴くこと

ができました。ともすれば、高齢化が進んで子どもの声が

聞こえない地域もありますが、主催の事業担当者からは、

子どもだけでなく、地域に住む人々の気持ちに寄り添いな

がら民生委員・児童委員活動が行える事を期待したいとの

事でした。＜参加者の声＞ ：・嫌だといえる意思表示、人                                      

              権意識を伝えていきたいと            

思いました。 

             ・「人権意識」初めて聞いた 

              言葉でした。 

             ・学校でワークショップを受        

け入れてほしいです。                    

                

 

  その他、活動報告       ･･･継続は力なり･･･        

 

◆児童養護施設→感恩講児童保育院、聖園天使園は 9 年目継続中で

す。陽清学園は 6年目継続中です。◆肢体不自由児施設→医療療育

センターは 3年目継続中です。◆秋田大学教育文化学部子ども発達

コース 2年生→2年目継続中です。 

❤あきた結婚支援センター（2020.9.5） 

 職員の研修として、デートレィプ（性暴力）を

取り上げました。人権、コミュニケーションの大

切さをワークショップを通してみなさんで共有し

ました。 

 

   

❤秋田県里親認定前研修（県内 4か所） 

 里親希望の方々に、プレママプレパパのための〝権

利を育むため親ができること〟をお話ししました。 

 

 ≪トピックス≫ 

さきがけこども新聞（2021.4.18）に、 

不審者からどうやって身を守る？のタイト

ルで CAPあきたのお話が載りました。 

     
 

 

 

 

 

 

CAP メンバーから一言 私が CAP の好きなところは単に子どもたちに

暴力から身を守るノウハウを教えるのではなく子どもの権利から教えて

いるところです。子ども達が成長していく過程で大切な自分である事を 

覚えていてくれるように私も活動を頑張りたいです。（石塚弘子）  

 

編集後記 新型コロナウイルスとの共存の時代

がスタートしました。変化する世の中で「変えては

いけないこと」を今一度確認したいものです。 

（代表：鶴田悦子 090‐4630‐9775） 
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